職員の育児休業等に関する条例等の改正（概要）

総務部人事局企画厚生課
■改正の理由

　・育児又は介護を行う職員の職業生活と家庭生活の両立を一層容易にするため、育児休業等の対象となる子の範囲を拡大するとともに、介護のための勤務時間の一部につき勤務しないことができるようにする等の措置を講じるため。
■改正の内容
　(1)  職員の育児休業等に関する条例の一部改正（第１条関係）

         ・別紙のとおり

　(2)  職員の育児休業等に関する条例の一部改正（第２条関係）

　　　　 ・別紙のとおり

　(3)  職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正（第３条関係）

　　　　 ・別紙のとおり

　(4)  職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正（第４条関係）

　　　　 ・別紙のとおり

　(5)  技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正（第５条関係）
　　　　 ・職員が任命権者の承認を受けて勤務せず給与が減額される場合として介護時間を追加する。（第18条関係）

■施行期日
　・平成29年１月１日（第１条、第３条及び第５条）

　（理由）地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する法律
等の施行期日に合わせるため
・平成29年４月１日（第２条及び第４条）

（理由）児童福祉法等の一部を改正する法律の施行期日に合わせるため

■政策アセスメント・制度間調整

　・各任命権者、人事委員会及び市町村教育委員会と調整中
　・職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則の改正
・技能労務職員就業規則の改正

　・府立高等学校等の職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則の改正

  ・職員の育児休業等に関する規則
　・一般職非常勤職員就業等規則
　・特別職非常勤職員就業等規則
　・大阪府教育庁等一般職非常勤職員就業等規則
・大阪府教育庁等特別職非常勤職員就業等規則

（別紙）

(1)  職員の育児休業等に関する条例の一部改正（第１条関係）

ア　育児休業をすることができない職員のうち、非常勤職員の養育条件を改正する（第２条関係）

イ　地方公務員の育児休業等に関する法律第２条第１項の条例で定める者を定める。（第２条の２）

　ウ　再度の育児休業をすることができる特別の事情に関する規定を追加する。（第３条）

　エ　終了後１年経過せずに育児短時間勤務できる特別の事情に関する規定を追加する。（第11条）

オ　育児時間と介護時間を同日に取得する場合合計２時間までとする。（第20条）

カ　その他必要な規定整備を行う

　(2)  職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正（第２条関係）
　　　 　ア　子について、特別養子縁組の監護期間中の子等を追加する。（第８条第１項）


 イ　介護のための時間外勤務の免除を追加する（第８条第５項）

　ウ　休暇の種類に介護時間を追加する。（第12条関係）

エ　介護時間に関する規定を追加する。（第16条の２）

オ　条の追加に伴う条ずれ是正を行う。

　(3)  技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正（第５条関係）

　　　　 ・職員が任命権者の承認を受けて勤務せず給与が減額される場合として介護時間を追加する。（第18条関係）
